
iTRADE注文定義方法注意点

注文種類 設定箇所 設定値 その他 参考

当日注文 発注時間指定 フレームを0にする（当日の売買）

翌日注文 発注時間指定 フレームを1にする（翌日の売買）
売買当日が0なので、新規は全て0指定となり、1以降を指定するのは、通常は手
仕舞い注文のみ。

手仕舞いのフレームは０が仕掛け日と同日、１は仕掛け日翌日を
表す。

新規注文に関する注意点 有効期限
有効期限は0日に設定する。アクティブポートフォリオでは、毎日売買対象銘柄が
異なるので、注文の繰越は行なわない。

フレーム 新規注文のフレームは0日設定。条件成立の翌日売買が基本なので。

手仕舞い注文に関する注意点

手仕舞い注文は、新規注文とは事情が異なる。新規注文は成立しなければその
ままだが、手仕舞いは成立させる必要があるので、キャンセルした場合、必ず別
の手仕舞い注文が必要になる。つまり、セッション指定や時間指定を行なった場
合、それが成立しなかった場合は、強制成行で執行するか、別の種類の注文（例
えばタイムストップ注文）を別途つける必要がある。

実際の発注では、ブローカーの注文有効期限も考
慮しなければならないし、信用取引の期限（6か
月）も考慮しなければならない。（ブローカーの注
文有効期限は、トリガー系注文にすることで、回
避することができる）

*下記の「セッション/時間指定注文」の「有効期限と強制成行との関
係」を参照

同じタイミングで成立する注文が同時に出された場合、並びが後ろの注文が有効
となり、それより前に並んでいる成立可能な注文は全てキャンセルされる。（利食
い注文と損切り注文を同時に出せるようにするために、この仕様になっている）。
日足ベースで狭い幅の損切と利食い注文を出した場合、どちらも成立することに
なるので、並びが後ろ側の注文が成立することになるので、注意が必要。

トリガー系注文の場合は、トリガーOnとなるタイミ
ングが同じ注文が、左記の扱いを受ける。しかしト
リガーと発注のタイミングは、トリガーの次のチェッ
クタイミングで発注をチェックする仕組みになって
いるので、注文の種類と並びによっては、思って
いる通りに発注されないケースがあるので注意。

フレーム

手仕舞いのフレームを0に設定すると、エントリーした当日から注文条件の評価
が始まってしまうので、日足で判定させるには、原則フレームを1に設定し、翌日
以降の手仕舞い判定とする必要がある。ただしエントリー当日の大引け限定注
文であれば、日足でもフレーム0で判定できる。ただし（大引け仕掛け、大引け手
仕舞い）など仕掛け条件によって成立しない事があるので注意する

エントリー当日に利食い指値が成立したかどうか
を判定するには、日足では値動きの発生順が解
らないので正しいバックテストにはならない

指標の経過日数はポジションを持った日（0）からカウント開始。フレー
ムはいつから評価するかを指定する（ポジションを持った日は0）もの、
有効期限は評価が始まってから何日間有効かを規定するもの。フ
レーム、有効期限は稼働日ベースで計算。

フレーム

フレーム0で仕掛け約定直後から、手仕舞い発動
（セット条件も評価開始）
フレーム１で仕掛け翌日から、手仕舞い発動（セッ
ト条件も評価開始）

経過日数の定義と指定
モジュール/ポジ
ション状態

稼働日数0日＝エントリー当日、稼働日数1日＝エントリー翌営業日

稼働日経過日数は、営業日のみで計算。経過日数は土日祝日も含ん
で計算。
ポジションを取った日は０日となり、翌日が終わると１日経過となりま
す。

ブローカー注文期限に関する件 注文種別
LIMIT　（一旦注文が出てしまうと、そこからはブローカーのブックに残るので、ブ
ローカーの注文有効期限が到来すると、注文は勝手に取り消されてしまう）

この問題を解決するには、トリガーリミット注文に
すること。

例：約定値の10％上で利食い＝リミットでもOKだが、ブローカーの注
文有効期限を越える可能性がある場合は、トリガーリミットにした方が
安全。

トリガー注文であっても、トリガーをヒットして、一旦ブローカーに注文が投げられ
たら同じ扱いなので、約定させたいぎりぎりまで実際の注文が出ないようなトリ
ガー設定にする。

繰り返し注文

その条件をずっと繰り越していきたい場合（前日までの指標の値を使って、日中
に指値で約定させたい場合等）は、繰り返し判定したい条件を注文とセットにする
こと。
（条件がヒットした場合に初めて注文が評価されて生成される為。）
そのため、特にトリガー付き注文にしなくても大丈夫。（翌日以降の注文であれ
ば）フレームは１。

例：前日高値のn％上にトリガーリミットを置いて手仕舞い

セッション/時間指定注文 発注時間指定 新規はフレームを、0にする（当日判定の売買）
発注時間指定 セッション1寄り（前場寄り）、セッション2引け（大引け） 日足で判定が可能

セッション1引け（前場引け）、セッション2寄り（後場寄り）、その他時間指定 日足で判定ができない

有効期限 注文を出すセッションの開始や終了時間に合わせる
「有効期限なし」は、無期限だと言う意味なので、
セッション指定注文では、ここに期限を入れる必
要がある。

有効期限と強制成
行の関係

強制成行を有効にするには、「有効期限」を設定しなければならない。有効期限
が切れたら、その翌日に強制成行が執行されるので、出されている注文の最長
期限に合わせて、有効期限設定を行っておく必要あり（タイムストップを最長にし
て、これに合わせておけば確実）

ここが「有効期限なし」となっていた場合、強制成
行をTrueに設定しても、実行されないので要注
意。

　　　①　前場寄り限定注文 発注時間指定 新規はフレームを、0にする（当日判定の売買） 日足でも判定可能

発注時間指定
セッション1寄り（前場寄り）を選択。成行と指値は、スリッページなし。トリガー系
注文はスリッページ設定が必要。

トリガー系+成行注文（RVS_TRG_MARKET、
TRG_MARKET）は、寄付き価格が入った瞬間に
判定してから成行を執行するので、寄付きの板合
わせの価格では約定しない。スリッページが発生
するが、プラスになることも有り得る。

有効期限

寄付指定注文では、約定しない場合注文がキャンルされる。
発注が実際に行われて（場に出て）キャンセルされた場合は有効期限が数日指
定されていても再発注はされません。（トリガーがヒットしない場合は有効期限内
は条件を再計算して繰り返します。）
但し手仕舞い注文に関しては、発注が実際に行われた状態で約定せずキャンセ
ルされ、且つ有効期限が残っている場合、再発注が行われます。（手仕舞い不可
防止機能）

　　　②　前場引け限定注文 発注時間指定 新規はフレームを、0にする（当日判定の売買）

発注時間指定
セッション1引け（前引け）を選択。（秒指定が無い場合は、前場引け3秒前判定で
発注される）

有効期限

引け指定注文では、約定しない場合注文がキャンルされる。
発注が実際に行われて（場に出て）キャンセルされた場合は有効期限が数日指
定されていても再発注はされません。（トリガーがヒットしない場合は有効期限内
は条件を再計算して繰り返します。）
但し手仕舞い注文に関しては、発注が実際に行われた状態で約定せずキャンセ
ルされ、且つ有効期限が残っている場合、再発注が行われます。（手仕舞い不可
防止機能）

トリガー系+成行注文（RVS_TRG_MARKET、
TRG_MARKET）は、トリガー価格条件オンになっ
た瞬間に判定してから成行を執行するので、ス
リッページが発生するが、プラスになることも有り
得る。

　　　③　後場寄り限定注文 発注時間指定 新規はフレームを、0にする（当日判定の売買）

発注時間指定
セッション2寄り（後場寄り）を選択。後場の寄付き価格が飛んできた時点で判定
し、発注。

有効期限

寄付指定注文では、約定しない場合注文がキャンルされる。
発注が実際に行われて（場に出て）キャンセルされた場合は有効期限が数日指
定されていても再発注はされません。（トリガーがヒットしない場合は有効期限内
は条件を再計算して繰り返します。）
但し手仕舞い注文に関しては、発注が実際に行われた状態で約定せずキャンセ
ルされ、且つ有効期限が残っている場合、再発注が行われます。（手仕舞い不可
防止機能）

トリガー系+成行注文（RVS_TRG_MARKET、
TRG_MARKET）は、トリガー価格条件オンになっ
た瞬間に判定してから成行を執行するので、ス
リッページが発生するが、プラスになることも有り
得る。

　　　④　大引け限定注文 発注時間指定 新規はフレームを、0にする（当日判定の売買） MARKET＋大引け限定注文＋ANDで囲った条件で表現可能

発注時間指定
セッション2引け（大引け）を選択（秒指定が無い場合は、大引け10秒前判定で発
注される）

日足で判定可能

有効期限

引け指定注文では、約定しない場合注文がキャンルされる。
発注が実際に行われて（場に出て）キャンセルされた場合は有効期限が数日指
定されていても再発注はされません。（トリガーがヒットしない場合は有効期限内
は条件を再計算して繰り返します。）
但し手仕舞い注文に関しては、発注が実際に行われた状態で約定せずキャンセ
ルされ、且つ有効期限が残っている場合、再発注が行われます。（手仕舞い不可
防止機能）

大引けではスリッページが発生しない

複数の手仕舞い条件となっていて
当日大引け成行、翌日の成行の2種類の注文がある場合
当日大引け成行の方の設定が有効期限なしとなっていた時に
大引け時に約定しなかった場合、翌朝にキャンセル注文がかかり、翌
日成行の注文がエラーとなり手仕舞いが出来ないという状況になる可
能性があります
ですが大引け注文の有効期限を0日としておけば、約定しない場合引
け後にブローカーから自動的に失効が帰ってきて、
翌日朝にキャンセルを行う必要がないため、手仕舞い出来ないという
状況を防ぐ事ができます。

　　　⑤　時間指定注文 発注時間指定 新規はフレームを、0にする（当日判定の売買）
発注時間指定 任意の時間を入れる
有効期限 注文を解除する時間を、寄付きからのミリセカンドで定義

ベイルアウト（毎日の寄付のみの判定
で、その日の寄付きが利益になった時の
み）繰り返し注文

トリガーリミット+
フレーム+有効期
限

エントリー価格のように、指値に固定値を使う場合は、一旦指値注文が出たら、
その後も出っぱなしとなるため、翌日以降再度寄り付きのみで判定することがで
きない。かといって有効期限でキャンセルしてしまうと、次の日から注文が組成さ
れない。

条件無し（成行、指値）で、（条件がセットになって
無いもの）は、ブローカーに投げたら即座に注文
が出る。

フレーム１＋寄付き限定注文＋トリガーリミット＋有効期限（日
数）で表現可能

時間指定で、不成立の場合は毎日出し続けたい
場合は、条件付時間指定注文にすること。

LDC＝前日安値を本日終値が下回って
いたら、本日大引けで買いポジションを
手仕舞い（繰り返し注文）

大引け限定STOP
注文

大引け限定（時間指定）ストップ注文として定義する。注文とセットにした指標（前
日安値）の値が毎日変わるので、繰り返しが可能。翌日以降の手仕舞いであれ
ばフレームは1を指定。

ストップ注文は、トリガー付き注文なので、トリガー
がヒットするまではブローカーに注文が出ない。し
たがって、大引け限定注文でも毎日繰越が可能。

指し成り 強制成行
大引けｎ（10）秒前の時点で指値が成立していなかったら、キャンセル（指値を有
効期限指定）して、強制成行に切り替え。

有効期限指定指値（大引け10秒前＝21590000ミ
リセカンド）と、強制成行の組み合わせで設定す
る。

引け逆指し 大引け限定STOP

当日の終値判定が必要な条件（例えば、当日が陰線という条件）でも、当日終値
段階であれば、日足で認識できる。当日大引け注文は、実際には大引けの数秒
前に判断して出されるので、その段階ではまだ大引けがついていないが、バック
テストでは、大引けの値がついているものとして判定させている。

成立しなかった場合に、翌日強制成行手仕舞いと
するには、引け逆指し注文の有効期限を設定す
る必要がある。（強制成行は有効期限が切れた
ら、その翌日に成り行き注文を出す仕組みなの
で）


